
契
約
検
査
課
1
66
◆

1
1
7
8

市
の
事
務
用
封
筒
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

市
か
ら
市
民
の
方
に
郵
送
す
る

事
務
用
封
筒
の
広
告
主
を
募
集
し

ま
す
。

封
筒
の
種
類　
長
形
3
号
封
筒

（
市
内
専
用
郵
便
用
）の
裏
面

使
用
予
定
時
期　
平
成
20
年
3
月

中
旬
か
ら
使
用
し
、
在
庫
が
な

く
な
る
ま
で（
約
1
年
間
）

募
集
数　
4
枠（
掲
載
す
る
位
置

は
市
で
決
定
し
ま
す
。）

作
成
枚
数　
3
万
枚

掲
載
料　
1
枠
4
万
円（
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
含
む
）

広
告
規
格　
縦
3
・
5
㎝
×
横
10

㎝
で
、
市
が
指
定
す
る
単
色
刷

申
込
方
法　
申
込
書（
契
約
検
査

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
掲
載
し
よ
う
と
す
る
広
告

案
を
添
え
て
、
平
成
20
年
1
月

15
日
㈫
ま
で
に
契
約
検
査
課

へ
。
審
査
の
う
え
掲
載
を
決
定

し
ま
す
。
詳
細
は
契
約
検
査
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

企
画
広
報
課
1
66
◆

1
1
4
5

男
女
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
パ
ネ
ル
展
示
」参
加
団
体
の
募
集

「
男
女
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

会
場
で
の
パ
ネ
ル
展
示
を
通
し

て
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
紹
介
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
平
成
20
年
2
月
3
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

前
ロ
ビ
ー　

応
募
資
格　
市
内
で
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
・
団
体（
営
利
･
宗
教
・

政
治
活
動
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み　
12
月
12
日
㈬
ま
で
に

蒲
郡
市
女
性
団
体
連
絡
会
事
務

局（
企
画
広
報
課
内
）へ
。
電
話
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他
の

情
報

選
挙
管
理
委
員
会
1
66
◆

1
1
5
5

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
す
る
資
格
の
あ
る
方
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
家
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

対
象
者
に
は
、
12
月
中
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
昭
和
63
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営

者
、
ま
た
は
そ
の
同
居
の
親

族
・
配
偶
者
で
1
年
に
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

提
出
期
限　
1
月
10
日
㈭

提
出
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
新
館
2
階
農
林
水
産

課
内
）

問
合
先　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
66
◆

1
1
2
7
）ま
た
は
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

農
林
水
産
課
1
66
◆

1
1
2
6

門
松
代
用
祝
賀
紙
を

配
布
し
ま
す

松
の
保
護
と
緑
化
推
進
の
た

め
、
正
月
用「
門
松
代
用
祝
賀
紙
」

を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

配
布
期
間　
12
月
3
日
㈪
〜
21
日

㈮
配
布
場
所　

農
林
水
産
課（
市
役

所
新
館
2
階
）、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
西
浦
出
張
所

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
。

2007.12

26
◎休日水道お客様センター 土・日・祝日（年始を除く）午前8時30分～午後5時15分　166◆1129
 水道料金などの収納、開閉栓の受付および開閉栓作業ができます。

冬は、一年中で最も空気が汚れやすい季節です。寒い季節では、わたしたちは車での移動が多くなり、暖房器
具を使用します。そのため、大気汚染や地球温暖化の原因である二酸化炭素の排出量が増えます。しかし、これ
らも私たちのちょっとした心がけで減らすことができます。

○暖房時の設定温度は20℃以下に
暖房に頼らず、寒い時は着る。そんな原点に立ち返り、着る物を1枚増やして、（ウォームビズ）室内の設定温
度をいつもより1℃下げましょう。1℃下げると1年間で、約25.7㎏の二酸化炭素が削減できます。また、電
気代やガス代の節約にもなり一石二鳥です。
今年の冬は、ぜひ、ウォームビズで大気汚染・地球温暖化を防止しましょう。

○不必要な照明、電気製品の電源はこまめに消しましょう
テレビやオーディオなどの待機電力を切る癖をつけましょう。

○不必要なアイドリングはやめましょう
10分以上停車するような場合は、エンジンを切りましょう。

○できるだけ、公共交通機関や自転車を利用しましょう
ちょっとした距離のお出かけは、徒歩または自転車で。
○給湯器の設定温度は低めに設定しましょう
風呂水の再利用や、シャワーの使用を少なくするなど節水にも心がけましょう。

環境課 ☎66◆1122

いつまでもきれいな地球で遊びたい
～ 冬はウォームビズで、大気汚染・地球温暖化の防止 ～


